
ユヘ
ーー
ユワ

ユ
ミ
ナ
カ
弓
中

川
白川

臥
京
都
利
駅
間
郷
大

岡
山
ハ
今
西
大
野
〉
の
内
の
小
晶子
。

ユ
Z
ナ

ミ

弓

波

江

泊

郡
那
谷
谷
に
臨
す
る
部

首
問
。
忌
日
出
郷
の
本
郷
で
、
古
告
は
イ
ミ
ナ
ミ
で
あ
っ

た
ら
う
。
文
明
八
年
の
廻
凶
雑
記
に
、『
し
き
地
い
み

な
み
打
泊
て
、
い
ぶ
り
栂
と
て
あ
や
う
〈
い
ぶ
せ
き

般
に
行
か
ふ
り
ぬ
。
』
と
あ
る
。

ユ
ミ
ノ
ハ
ラ
シ
ヤ
弓
ノ
原
社

J

ユ
ノ
ハ
ラ
シ

ヤ
弓
阪
社
。

Z
Z
ノ
モ
ノ
弓
之
者

』
ア
シ
ガ
ル
足
頼
。

ユ
Z
ヒ
回
生
ケ
由
美
弘
毅
逝
得
出
毛
。
東
野

と
批
し
た
。
希
同
H

の
子
。

十一

一
一
=
訟
に
し
て
務
官
能

く
し
、
敬
に
胞
じ
て
務
侯
に
上
っ
た
も
の
数
十
首
、

皆
閑
雅
老
町
問
、
人
以
て
父
の
代
り
作
る
所
と
し
た
様

で
あ
っ
た
。
質
問
十
二
年
京
且
朔
日
仕
へ
て
新
番
に

列
L
、
明
和
三
年
疋
且
十
五
日
十
八
ι
践
を
以
て
夜

L

そ
の
観
脅
は
阿
部
税
法
寺
の
も
の
と
同
作
で
、
長
け

抗
尺
あ
る
と
犯
す
る
o
J
コ
ウ
ゼ
ン
ジ
興
都
寺。

ユ

ベ

シ

袖
餅
子

臥
京
都
輪
島
の
名
物
。
丸
紬

併
子
と
長
柏
餅
子
と
が
あ
る
o
丸
柏
餅
子
は
、

秋
季

に
制
子
の
中
一
中
一
扶
ム
リ
出
し
、
外
皮
hz緩
め
て
怖
く
時
間

し
、
そ
の
巾
に
道
明
寺
粉

戸
部
米
を
酷
し
干
し
た
る

や
山
粉
に
し
た
も
の
U

に
砂
織
・唐
辛
子
・険
加
・味
噌
等

を
混
じ
て
煉
り
た
る
を
字
分
位
詰
め
て
議
飽
で
ふ
か

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
新
ら
し
き
は
苦
味
食
ふ
に

鳩
へ
ざ
る
も
、
宇
年
許
を
綴
れ
ば
甘
味
と
な
り
、
四

一
泊
年
を
保
存
し
得
ベ
〈
、
悶
〈
な
れ
ば
蒸
し
直
し
て

用
ひ
る
。
叉
長
純
子
は
、

柚
子
の
皮
を
筑
磁
L
、

随
時
に
紛
米
の
粉
を
混
じ
議
し
て
竿
以
に
し
た
も
の

で
、
こ
れ
は
直
に
食
す
る
こ
と
そ
得
る
。

ユ
ミ
ト
リ
ガ
ハ
弓
取
川

山口
一ト
リ
石
川
郡
阿

川
よ
り
分
水
し
、
州
出
・
底
江
を
純
て
大
野
川
に
入

ヲ
也
。

た
。

ユ

εマ
レ
カ
主
由
美
希
賢
泊
桝
揃
次
郎
。
一

の
名
は
静
、
字
は
子
務
。
以
来

・
出
々

mMλ
は
水
政

堂
と
脱
し
た
。
鍛
商
の
人
。
延
町
千
二
年
前

m宗
反
徴

し
て
文
民
と
し
、
ご
百
石
狩
奥
へ
た
。
和
氏
幼
よ
b

奥
原
従
軒
に
問
中
び
、
後
但
僚
に
従
ひ
、
側
道
の
限
浮

底
老
班
か
ら
陰
鴎
粋
設
の
開
酬
に
来
る
ま
で
持
狽
せ
ぬ

こ
と
な
く
、
伊
藤
東
援
物
担
保
・服
部
市
郭
等
皆
之

党
推
貸
す
る
肪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
人
の
下
風
に
カ

つ
を
欲
せ
ず
、
務
紛
の
緋
設
の
非
t
T
溜
け
ば
之
脅
而

折

L
、
符
口
せ
し
め
ね
ば
止
ま
な
か
っ
た
。
明
和
六

年
十
一
月
前

m震
敬
不
政
援
切
に
命
じ
て
各
国
引
の
時

そ
賦
せ
し
め
た
が
、
波
別
七
仰
一
向
山
巴
有
賦
し
て
之
校

上
っ
た
。
日
く

『
淑
奴
知
市
従
=
北
陸
-
泡
叫
朝
施
己申
廿

令
-
然
出
日
々
。
自
由
民
タ
結
a
崇
m
M
上
一
一
舛
時
四
位
猪
口純
室

中
↓

一
線
女
紅
含
3

日回世
↓
抗
花
紋
川
刷
制
H
z
公
{白
一
世世

騒
休
℃
人
=
詞
臣
奨
↓
賜
ν
附
川
相
如
従
来
ν
工
。
』
と
。
車

数
乃
ち
之
hr-希
同
H
に
示
し
、
作
者
の
名
荷
台
国
は
ず
し

て
待
の
笹
川
出
を
問
う
た
。
希
同
H

日
く
こ
れ
宙
開
巾
に

見
る
腕
と
。
意
敬
怪
し
ん
で
何
れ
の
岱
に
あ
る
か
そ

問
う
た
が
、
希
m
H
は
ほ
時
間
制
施
の
巾
に
在
る
と
胞
へ

た
。
波
明
乃
ち
尉
待
相
州
苑
脅
京
都
に
求
め
て
之
を
験

す
る
に
、
回
よ
り
希
賢
が
間
四
把
を
符
ら
ん
が
潟
市
川
向

を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
蛮
教
の
大
に
削問

責
す
る
所
と
な
り
、
逢
に
そ
の
非
そ
阪
は
ん
と
し
て

一
部
砕
を
引
い
て
%
と
な
し
、
設
明
の
鮮
を
己
の
所

縦
す
る
類
苑
中
に
抽
出
入
し
て
板
行
せ
し
め
た
。
是
に

京
っ
て
置
数
は
型
七
年
二
月
六
日
そ
の
肢
を
慨
う
て

之
を
逐
う
た
。
希
賢
時
に
年
七
十
四
。
詩
的
栴
・相

生
出
子
考
・剖
息
話
盗
目
録
・
部
州
出
雑
担
・
陶
美
希
同
H
持

集
等
が
あ
る
。

ユ
ミ
ヤ
ブ
ギ
ヨ
ウ
弓
矢
奉
行

承
服
二
年
間
部
本

庄
兵
衛
が
御
弓
矢
奉
行
宇
一
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ
の
始

ユ
メ
ノ
ア
ト
ゆ
め
の
あ
と

一
加
。
金
仰
の
側

人
郡
大
悲
。
命
的
五
十
年
忌
に
岱
っ
て
泡
悼
の
抑
制
に

し
た
も
の
で
、
附
A
H
獄
絵
及
び
手
間
の
務
句
の
外
、

凶
季
の
句
仰
山
で
あ
る
。
立
政
九

3
巳
七
日
制
一
見
の
序

及
び
お
榔
舎
二
間
後
川
の
序
と
、
希
也
ハ
後
川
の
子
d

の
鍬
と
が
あ
る
。

京
勝
川
吉
兵
衛
板
。

ユ
ヤ
ガ
ハ
ラ

湯
谷
ケ
原

川
一
日
ガ
河
北
端
金
浦

郷
に
関
す
る
郎
総
。
こ
の
地
に
微
槻
の
巾
加
が
稲
〈
放

に
名
づ
け
た
と
い
ふ
。

ユ
リ
ノ
シ
ユ
ウ
百
合
野

集

三

加

。
伊
勢
の
例

入
幾
腕
部
。
京
到
防
虫
庄
兵
衛

・
東
武
辻
村
五
兵
衛

等
板
。
能
脚
聞
は
沈
延
元
年
十
且
伊
勢
山
問
守
護
し
、

越
前
そ
終
、加
賀
大
明
寺
・
山
巾
・那
谷
・小
松
・本
音
・

松
任
に
滞
杖
し
、
そ
の
金
剛
仰
に
入
っ
た
の
は
二
年
六

月
十
八
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
八
且
抗
日
却
に
こ
の

地
脅
出
で
、
抽
出
師
・
能
常
一
宮
・
白
木
・
輪
島
・
曾
々

木
・
阪

m
-一止院
・
員
協
・字
削
訟

-m川
・巾
日
・市山
口

を
将
、
石
助
山
よ
り
継
巾
に
入
。
、
三
年
疋
且
ま
た

拍
伸
縮
か
ら
金
持
に
来
っ
て
、
三
月
十
八
日
加
凶
寺
に

姿
林
の
十
三
回
忌
奇
怪
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

ゐ
る
。ユ

ル
ギ
ヤ
マ

動
山

能
決
榔
若
術
谷
部
訴
の
取

に
在
る
山
。
雨
さ
六

O
四
米
。
地
質
第
三
紀
倍
。

で
あ
ら
う
。
見
交
三
年
一
樹
凶
甚
左
衛
門

・
山
口
七
左

衛
門
、
十
二
年
大
白
拠
左
衛
門
、
そ
の
後
心
凶
十
兵

衛
が
命
ぜ
ら
れ
、
貸
出
川
九
年
出
制
度
太
夫
の
命
ぜ
ら

れ
て
か
ら
辿
約
し
た
。
只
搬
は
四
人
で
、
平
保
頃
に

は
三
人
の
以
も
あ
っ
た
。
総
有
の
弓
矢
そ
包
す
る
・も

の
で
あ
る
。

ユ
メ
ヂ
ノ
h
F
ド
リ

夢
路
の
た
ど
り

一
加
。

加

賀
務
の
御
料
型
人
大
友
才
三
郎
が
料
理
の
こ
と
を
掛
甘

い
た
も
の。

本
文
に
は
脳
了
の
大
抵
、
大
友
可
鋭
総

LC
$
h
v
o

。

八
八
七

ユ
ワ
ヲ

湯
涌

石
川
郡
山
肋
商
郷
に
留
す
る
沼
町
問
。

池
川
市
あ
る
そ
以
て
也
名
を
得
た
。

ユ
ワ
h
y
オ
ン
セ
ン

湯
浦
温
泉
石
川
郡
山
仰
摘
に

在
る
o
附
湯
の
初
は
不
明
で
あ
る
が
、
波

路

一一コヰ

十
村
凶
井
村
二
郎
土
問
の
部
上
に
、
『石
川
郡
山
伽
初
村

山
同
役
銀
上
初
、
年
鋭
相
知
不
巾
候
。
明
川
口
二
年
一=且

定
小
物
成
取
立
帳
而

・
御
印
に
も
被
成
下
、
小
松
に

耐
私
親
王
兵
衛
に
彼
仰
付
候
仮
面
の
内
に
、
問
稲
村

山
別
役
百
七
十
一

一匁
と
御
座
供
。
叩
今
以
共
通
に
御
山
由

候
。
』
と
あ
る
か
ら
、
前
回
綱
紀
の
初
悦
舵
に
箆
州凶
器

が
あ
っ
て
揚
殺
を
諜
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
開弘

文
六
年
に
は
務
政
党
的
り
て
湯
係
及
び
湯
ざ
や
訟
行

現
し
た
と
い
ひ
、
元
総
十
三
年
山
市
の
草
路
銀
に
、『
此

湯
痛
の
入
口
に
古
樹
あ
り
。
我
が
組
先
の
何
が
し
一
大

正
の
比
戦
死
の
し
る
し
な
り
。
一
年
の
秩
湯
治
の
阪

に
称
て
、
苔
な
が
ら
い
〈
卵
男
松
の
鉛
し
ぐ
れ
句

定
』
と
記
さ
れ
る
の
も
、
亦
常
時
凶
湯
し
て
ゐ
た
傍

胞
と
な
る
。
安
政
一
カ
年
二
月

H
六
日
越
巾
判
的
阪
守
川

の
上
統
に
波
央
を
有
し
た
地
伎
の
影
響
を
受
け
て
、

本
泉
の
摘
出
口
も
亦
一
た
び
破
線
せ
ら
れ
た
が
、
五

且
縮
問
隅
に
よ
っ
て
復
活
し
、
昭
利
七
年
十
一
月
叉
別

に
泉
訴
を
捌
略
し
て
間
同
を
一
新
し
た
。
議
問
は
組

顎巾訳
、無
色
透
明
無
具
に
し
て
微
か
に
蹴
叫mJf
h
m
び
、

反
胞
は
弱
徴
段
M
m
含
有
し
、
加
泊
す
れ
ば
ア
ル
均
リ

性
と
な
る
。
抱
度
悩
氏
四
一
度
。

ユ
ワ
テ
カ
ブ
ラ

湯
涌
繋
石
川
郡
湯
語
の
在
。

延
冊
以
六
年
の
名
産
恕
上
に
協
商
か
ぶ
ら
そ
砲
し
、
氏

山口
十
三
年
の
調
的
町
に
も
『
長
線
、担
問
稲
村
』
と
あ
る
。
元

政
十
三
年
の
草
庵
鈍
に
、『
年
と
り
や
山
間
摘
の
純
一
山
弁

の
芹
句
空
』

ユ
ワ
ヲ
ゴ
ウ

湯
滴
郷
石
川
榔
及
び
河
北
市
に

跨
っ
て
眠
た
。
滞
政
時
代
に
石
川
郡
で
は
、
芥
駅
・

七
幽
・西
市
翻
・
下
谷
・
白
見
・上
限
・
白
隠
・刑
制
拐
凹


